
<本校最長兄姉配布> 
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キラキラ輝く子ども。ニコニコ笑顔の子ども。ドンドン挑戦する子ども。パッと行動する子ども。 

 いじめ・体罰アンケートの結果 

 

 調査にご協力くださり、ありがとうございました。全て、私が開封し、内容を確認させていただきま

した。結果は以下の通りです。 

【体罰について】 保護者アンケート０件 

【いじめについて】 児童アンケート１件、保護者アンケート１件 

佐賀県及び本校のいじめの定義に照らし、2件を「いじめ」と認定し、市教委に報告しました。 

今後は、解決に向けて指導を行いますが、「人の嫌なことをしてはダメでしょう」という方法ではな

く、具体的な場面を捉えて「相手はどう思うだろうか」と加害児童に考える機会を与え、加害児童の心

情に寄り添いながら進めます。その児童が自ら相手の痛みに気づき、心から反省できるような指導でな

いと真の解決にはなりません。実際、子ども達の発達段階では、全く悪気なく、「冗談のつもり」、「仲

良くなりたくて…」というのも少なくありません。よって、ていねいな指導が求められます。 

指導後、該当のご家庭には指導と結果について個別にご報告をさせていただきます。 

今後も気になることを見たり、聞いたりされた時は、ぜひ学校にお知らせください。伊岐佐小の全て

の子どもの安心・安全のために職員が責任をもって、チームとして対応をさせていただきます。 

はなまる連絡帳について 

        本校では、緊急かつ重要な要件に限って配信しています。それは、配信するメー

ルを厳選し、配信回数を減らすことで、内容の重みを保護者の皆様に感じていただ

きたいと考えているからです。「また、いつものメールか。後で読もう」ではなく、

「おっ、学校からメールが来ている。めずらしいな。急ぎ読まなくては」とした

い、ということです。 

 例えば、大雨警報が出ている朝に「警報が出ています。登校は安全優先でお願いします」という

メールはお出ししません。天気予報や実際の状況をご覧になって、登校を遅らせる、車で送迎する

等、各ご家庭でご判断いただきますようお願いします。 

 学校の教育活動については、学級通信（およそ週に 1回）や学校だより、HPなどで積極的に発

信していきますので、そちらをご覧ください。ご理解の程、よろしくお願いします。 

「全体的に先生方の目が行き届いていること

に感謝しております」と温かいお言葉をいた

だきました。励みになります。元気がでま

す。ありがとうございます。 

「スマホ時代のキミたちへ」 

文科省からの資料です。本日、配

布をしました。必ずお子さんとお

読みください。「ウチの子は大丈

夫」は危険かも…？ 


